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出場枠の変更

公益社団法⼈⽇本⼭岳・スポーツクライミング協会



公益社団法⼈⽇本⼭岳・スポーツクライミング協会 Japan Mountaineering & Sport Climbing Association

SAGA2024国⺠スポーツ⼤会以降の出場枠

今秋に佐賀県で開催される国⺠スポーツ⼤会より、
ＳＣ競技の各種別の参加選⼿枠が変更

これまでの参加選⼿枠
・ 成年男⼦ 全都道府県
・ 成年⼥⼦ １８チーム
・ 少年男⼦ ２０チーム
・ 少年⼥⼦ １８チーム

新しい参加選⼿枠
・ 成年男⼦ ２５チーム
・ 成年⼥⼦ ２５チーム
・ 少年男⼦ ２５チーム
・ 少年⼥⼦ ２５チーム

参加チーム出場枠の基本的な考え⽅として、
「すべての都道府県から最低１チームの参加を保証する」ということがある。

そのために、これまでは特定の種別（成年男⼦）について全県出場とする形を
とっていた。
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SAGA2024国⺠スポーツ⼤会以降の出場枠

これまでの出場枠の問題点

・成年男⼦のみが優遇される形で、近年のジェンダー平等の観点から⾒
た場合問題がある。

・他種別の選⼿育成が進みにくい。

１種別が全県出場とした場合は、
⼤きなアイソレーションを確保する必要になる

これらの問題のみであれば、年ごとに全県出場の種別を変えてローテーションす
るという考え⽅が可能。

しかし……
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SAGA2024国⺠スポーツ⼤会以降の出場枠

これまでの出場枠の問題点

現状では、
・全国４７都道府県×３名を収容するアイソレーションが必要
・さらにトレーナーを帯同するチームが増えている

→ 最⼤約１９０名を収容する可能性を考慮する必要

これが開催県の施設準備上の負担となっている
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SAGA2024国⺠スポーツ⼤会以降の出場枠

これまでの出場枠の問題点

総合的に考えると、１種別全都道府県出場では限界がある。
→異なる発想による対応が必要。

その際に課せられる条件

１ 全種別の出場枠が同数
２ 各都道府県において、いずれかの種別が出場することを保証

この⼆つの条件を満たす出場枠システムを考える必要がある
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SAGA2024国⺠スポーツ⼤会以降の出場枠

現状の整理

現在の総出場チーム数は１０３チーム
これを４種別に割り振ると各種別２５チーム

成年男⼦枠を除く５６チームの枠から、ブロックを構成する都府県
数により１種別あたり１〜３チームを各ブロックに割り当てている

これを前提に、ブロック毎に全都府県出場可能な種別を⼊れ替えれ
ば、前記の２条件を満たす出場枠システムが可能ではないか？
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SAGA2024国⺠スポーツ⼤会以降の出場枠

ブロックのペアを単位とする

⼀つ⼀つのブロックで考えると複雑になりすぎる。
→ ⼆つのブロックをペアにして、そのペアを単位に考える

九州四国中国近畿東海北信越関東東北
84564586

各ブロックの都府県数は４、５、６、８のいずれか

４都府県ブロックと８都府県ブロックのペア（１２都府県）
５都府県ブロックと６都府県ブロックのペア（１１都府県）

この組合せで、各ペアの都府県数が近似になる
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SAGA2024国⺠スポーツ⼤会以降の出場枠

ブロックのペアを単位とする

ブロックのペアを隣接するブロックで作ると

このペアの組合せに、年毎の全チーム出場種別を割り当てる（例）

関東-東海、四国-九州８都府県ブロックと４都府県ブロック

東北-北信越、近畿-中国６都府県ブロックと５都府県ブロック

少年⼥⼦少年男⼦成年⼥⼦成年男⼦
四国-九州関東-東海東北-北信越近畿-中国1年⽬
近畿-中国東北-北信越四国-九州関東-東海2年⽬
関東-東海四国-九州近畿-中国東北-北信越3年⽬
東北-北信越近畿-中国関東-東海四国-九州4年⽬
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SAGA2024国⺠スポーツ⼤会以降の出場枠

ブロックのペアを単位とする
各ブロックの全都府県出場種別以外は、従来のものに準じて割り当て

少年⼥⼦少年男⼦成年⼥⼦成年男⼦都道府県数例
32626東北
12525北信越
38338関東
14214東海
22366近畿
22155中国
42124四国
82338九州

25252525合計
*北海道は全種別出場のため記載を省略
*３チームは、開催県に割り当て
* 以後、各ブロックで全都府県出場する種別をローテーションする。
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SAGA2024国⺠スポーツ⼤会以降の出場枠
２０２４の実数

少年⼥⼦少年男⼦成年⼥⼦成年男⼦都道府
県数 開催県基本数開催県基本数開催県基本数開催県基本数

11111北海道
32626東北
12525北信越
38338関東
14214東海
22366近畿
22155中国
42124四国
81213138九州

25262626合計

ブロック⼤会
・１種別（ブロック毎持ち回り）は従来通りブロック予選なしで本⼤会出場
・他の３種別は予選会を実施 → 成年男⼦でもブロック予選が必要
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８年間でブロック選出数

平準化
第３期実施競技：佐賀県⇒⻘森県⇒宮崎県
第４期実施競技：⇒⻑野県⇒群⾺県⇒島根県⇒奈良県

＝スポーツクライミング競技実施決定＝
⇒第５期実施競技（今年度中審査）
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